
「趣味は何ですか？」と質問され

ることは多い。「合唱団に入ってい

ます」と答えるケースも多い。趣味

の定義を論じるのは別にして、それ

が〝好きなこと〟に裏づけされてい

ることは確かだろう。好きだから趣

味としてやり続けていることに異論

はないだろう。では「なぜ合唱団に

入っているの？」と質問されて明確

に回答できる人がどれだけいるだろ

う？僕も言葉には簡単にできない。

あえてその必要もない。

個人活動での趣味は分かりやすい。

団体の場合はややこしい。なぜなら

個人の意思の段階では、それがたと

え趣味であっても大した問題にはな

らない。ところが団体の中で大勢の

メンバーと〝好き〟を共有すること

は困難だ。なんとなく好きは有りだ

が･･･。おそらくほとんどの合唱団が

この部分に支配されているのだろう。

みんなの総意が得られないから決め

られない。みんなが賛成してくれな

いから、やりたくてもやれない。

民意が重要なことは確かだ。だか

らといって総意を得られるために意

見を迎合させていくと、気付かない

うちに誰一人として満足していない

結果を招いてしまうのである。引っ

張っているリーダーまでもが。リー

ダーは御用聞きではない。メンバー

はお得意様ではない。そのグループ

に関わるすべてのメンバーが、その

グループの活

動を支える。

それぞれが自

分の出来るこ

とを惜しみな

く捧げること

で成り立って

いる。

多くの価値

観を受け入れ

ることは容易

くない。だが、それが出来なければ

団体活動は出来ない。あらゆる言語

があるように、肌の色が様々なよう

に、音楽に様々な表現があるように、

そのグループにもあらゆるメンバー

がいる。その数だけ価値観は存在す

る。

かつてのうたおには異常に練習を

していた。臨時練習はほとんど定例

的に行われていた。その当時は何の

疑問も持っていなかった。だが今か

ら20年ほど前、もっと大切なことを

忘れていると気付いた。〝意識力〟

が足りないと。闇雲に練習し、その

結果、コンクールで一定の成果を得

られる。この循環に満足と安心を得

ていたのだろうか。〝歌えるという

錯覚〟とともに。これが物事を考え

る力を衰えさせていたように感じる。

意識の弱い所には何も生まれない。

僕は様々な問題を巻き起こしてきた

と振り返る。オペラ参加やコラボが

いい例だ。そのことでギクシャクし

たこともある。だが、これらのプロ

ジェクトには、リーダーとして譲れ

ない思いが込められている。それは

メンバー一人一人の〝好き〟に支配

されない、うたおにの〝命〟を育む

ためのリーダーの意識力である。一

時、痛めたり傷つく事もあるだろう。

でもちきんと治療すれば以前よりも

強くなる。

〝好き〟なことは一人で趣味とし

てやればいい。合唱は趣味ではなく

文化活動であり社会活動だ。だから

正々堂々と胸を張って飄々（ひょう

ひょう）と歌い続けたいものだ。そ

れで当たり前といわれるまで。
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団長の心のものさし
悩める合唱愛好者

どうして合唱活動を？

本当に好きなの合唱？

■練習内容

桜の栞

今日もひとつ

「コタンの歌」より

船漕ぎ歌

熊の坐歌

ムックリの歌

臼搗き歌

パナンペ・ペナンペのリムセ

カエルの子守歌

ついに「コタンの歌」全曲制覇！一

応･･･。大体が嫌な人もいる。けれ

ど、とりあえず全体像を掴むことは

大事なこと。また、いきなり深入り

し過ぎて拒絶反応を持っては元も子

もない。それ以上に早い段階でそれ

なりに形にする力は、うたおにの優

れたところだと思う。早くこなせば

それだけたくさんの歌に巡り会える。

これ以上の幸せはないと思うね。

うたおにの4月15日(木)の様子

技術力よりも意識の強さ

御用聞きとお得意様ではない
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音楽表現にもその活動にも
オペラ参加には複雑な価値観が絡み合う


